
 
 
 
 
 
 
新潟県でも中越大震災、中越沖地震と大きな被害を受けました。 

先日、ニュージーランドでも大地震があり、多くの方の命が奪われ、けが人がたくさんでました。 

「まず、自分の命を守ること」、人命が最優先ですが、家族である動物たちの命を 

守ってあげられるのは私たち飼い主です。 

 

                     

 

必ず動物と一緒に避難します。 

 

【日常の備え】 

  避難場所の確認 

自分の避難場所を知っていますか？ 避難場所と動物の同行が可能か確認しておきましょう。 

  避難用品の準備 

  飼い主さんと同様に、動物も避難用品が必要です。 

 

  ３日分のフードと飲料水、食器、常用薬、首輪、 

リード、排泄用品(ペットシーツ・猫砂)、新聞紙 

バスタオル、キャリーバック、ケージ、 

くし、ガムテープなど 

 

ワクチン接種 

  しつけ                       人用 

  ケージ、人に慣れさせるなど                         動物用(猫) 

迷子札、マイクロチップ 

 飼い主の連絡先がわかるものを身につけておく。 

 

 ※マイクロチップとは…                             

   動物の固体識別を可能にする電子標識器具です。動物の皮下に埋め込んで 

使用します。                                 ←原寸大 

   動物の発見時に専用の読取リーダーで番号を読取り飼い主を探します。      2mm×13.5mm 

                                             

                                               

 この内容は、平成 22年 11 月 13 日 新潟市動物愛護協会主催『平成 22年動物たちの防災講座』で 

 災害時動物ボランティアに向けて講演されたものを元に作成しています。 

 今年も開催されると思いますので、興味のある方はぜひご参加ください。 

 

 

今年も４月から狂犬病の予防注射が始まります。 

各市町村で実施される集合注射会場、もしくは最寄りの動物病院で接種できます。 

登録が済んでいる方は、ハガキと愛犬手帳をお持ちください。 

 

  

3月診察時間の変更 
  
 今のところ変更は  
ありません。 

 
予定が変わることがあ

ります。最新の予定は

ホームページで確認で

きます。 
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